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11) 12年生存を得た若年者直腸癌（P(+ ) 
の一例
滋賀医科大学第二外科
山本 明，藤村昌樹
平野正満，周防正史
一瀬増太郎，安本信幸
森 渥視
消化器癒の腫膜転移はただちに致命的ではな
いものの，種々の治療も効少なく，数年以内に
確実に死の転帰をとる病態といえる．我々は昭
和54年8月，子宮，卵巣転移および腹膜播腫を
伴う下部直腸癌に対し，直腸切断術を施行し，
7年後局所再発が発見されるまで良好に経過し
た症例を経験した．患者はその後約5年間にわ
たり，骨盤内臓摘出術，および局所放射線照射，
空腸痩による経腸栄養，亜腸閉塞症発症後はイ
ンフ A ーザーポートを利用した在宅中心静脈栄
養，そしてその度ごとの制癌剤投与など，度重
なる入院，手術，処置などによく耐え，本年8
月化学療法に基づく敗血症による死をむかえる
まで，癌と戦＼，'it.l ＼，、た．再発後5年間，毎年数
ヵ月の入院を必要としたが，経管栄養や中心静
脈栄養に支えられ，保育園勤務，海外旅行，国
内旅行が可能で， QOL の低下を最小限にとど
めえた．貴重な経験と思われたので，臨床経過
を中心に報告した．
京都府立医科大学第一外科
0山口正秀，沢井清司
岡野晋治，清木孝祐
金光敬祐，野口明則
北村和也，谷口弘毅
萩原明於，山線哲郎
山口俊晴，小島 治
高橋俊雄
我々は， 75歳以上の高令者大腸癌症例を75歳
未満と比較することにより，高令者大腸癌の臨
床病理学的特徴を明らかにし，その治療方針を
検討した．検索対象は， 1976年から1990年まで
当教室で手術を行った514例（75歳以上87例，
75歳未満427例）であった．高令者は高分化型
が多く，深達度が深い症例におけるリンパ節転
移率が75歳以下と比べて低い傾向を認めた．ま
た， リンパ節郭清範囲は，高令者では，約80%
が R2以下の手術であった．遠隔時死因では高
令者は他病死が35.5%を占めていたのに対し，
75歳以下では， 8.7%であり有意差を認め，他
病死を除くと，高令者の生存率はむしろ良好で
あった.75才以上の高令者大腸癌は， 75才未満
と比較して高分化型が多く，疑膜まで浸潤して
もリンパ節転移率は低い傾向を認めた．また，
遠隔時死因として他病死が多いが， R2以下の
郭清でも75才未満の症例に劣らない生存率が得
られた．
特別講演（6：・00～7:00)
座長京都大学生体医療工学
研究センター 前谷俊三
『大腸癌の組織発生』
東京大学第一外科
武藤徹一郎教授
